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地域づくり

発行元 ：石城地域づくり活動センター（令和７年１月号）

宇和町西山田423-1（ ＴＥＬ 62-9445 ）

毎週水・木・金曜日 放課後子ども教室

毎週土曜日 石城学び舎

☆ マンモスキッチン（バレンタインバージョンも開発！？）

☆ 石城保育園に サンタさんが！！

☆ 石城センターに門松設置！

☆ 一人暮らし高齢者訪問（石城老人クラブ連合会）

12月19日（木）

石城ロマンの里応援隊がＲ５年度から始めている、わらマンモスを記憶だけでなく記
念にも残したいよね！から始まったマンモスキッチンでは、センターの中に加工所も出

来てＲ６年度より始動しております。これまでも地区内イベントはもとより地区外のイ

ベントにも出品し完売を続け、注文があれば生産をする手法で行っておりますが、この

日、センター内の甘い香りに誘われてのぞいてみたところ、クリスマスバージョンの試

作品が！どうやら、バレンタインバージョンも研究しているようですよ（＾＾）
センターまで問い合わせてもらえばもしかしたら？

12月20日（金）

その日散歩をしていたら、保育園の近くにどこからともなく赤い服を着た
人物が（不審者か？保育士さんか？いや、サンタクロースさんだ！！）現れ

ました。どうやら子供たちにプレゼントを届けに来る途中、トナカイさんに

振り落とされたようです。それでも懸命に子供たちのお願いをかなえるため

に石城保育園までやってきたとのこと。記念に1枚撮ってもらいました。メ

リークリスマス（＾＾）

12月24日（火）

毎年恒例となっている石城老人クラブ連合会による65歳以上独居高齢者への、生活に役立つ
ものをお届けし、健康状態、困りごとはないかを確認してもらっています。

最近は、訪問する方が年上なことも増えてきたそうです。

12月23日（月）

石城センターの玄関口に立派な門松を飾ることが出来ました（＾＾）
2年連続になります。

岩木の中川さんの指導のもと、センター職員総出で設置。

無事に年神様をお迎えすることができました。門松は1/12日のどんど焼き

で焚き上げてもらい、無病息災、五穀豊穣の願いをかなえてもらえると思い

ます。

〇12月19日（木） しめ縄つくり教室開催
年の瀬も近づくこの日、石城センター2階ホールにて、山田の岡本 保さんを講師にお招

きし、石城小学校全校生徒を対象とした”しめ縄つくり教室”を開催しました。
年神様を祀るのにふさわしい神聖な場所を示すといわれる”しめ縄”。

しめ縄が飾られている場所は、神聖な領域と現世を隔てる結界の役割を果たし、年神様の居

場所に不浄なものが入らないようにする意味があるそうです。
最近はお店で色々売っていますが、やはり自分の手で綯ったものは違います（＾＾）

幼少のころから親の手伝いで、しめ縄などのワラ用品を日常的に綯ってこられた岡本さんを

はじめとする年配の方々の熟練された技術を、一人でも多くの子供たちが体験し、引き継い
でもらえばこの上なく有意義な時間だったと思える日がきっとくることでしょう。

年明けて12日（日）にこのとき作成した”しめ縄”を”どんど焼き”で焚きあげに来てく

れてありがとう（＾＾）ｍご利益が石城地区の皆様にありますように願いを込めました。

明けましておめでとうございます（＾＾）

旧年はお世話になりました。今年もよろしくお願いします。



が
 ☆ 中山ゆたか石城録 ☆

～石城の便利屋さん～

2025年、あけましておめでとうございます！ 昨年中は様々な場所でたくさんの方々にご指導いただきましたが、

今年はより多くの方々とお付き合いさせていただきたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします！！
私事ですが、年末年始は東京ドームシティ内にある後楽園飯店での母親の喜寿のお祝いの為、自家用車にて東京の

親兄弟の元へ行ってきました。西川口駅前ゲストハウスに1泊という強行弾丸とんぼ返り（往復1,900㎞）でしたが、

久しぶりの東京および埼玉の喧騒によるアドレナリンのせいでしょうか、疲れは一切感じませんでした。

｟岩木文化遺産見学ツアー｠

12月7日に、愛媛大学社会共創学部の文化遺産論ゼミ（村上恭通先生）による見学会が開催されました。学生達と
ともに製作された「岩木文化遺産パンフレット」 をもとに、西予市内などの一般参加者に対して学生達がガイド

を行いました。私はその中で一部の送迎を担当させていただきながら、笠置峠古墳→峠の地蔵→峠の茶屋→遍路墓

→大清水→馬頭観音→ナルタキ古墳群→西ノ前遺跡→新店通りの説明（＋先生の補足説明）を聞くことが出来まし

た。

ガイドの後は、保存会の大先輩の皆さんによって再現された伝統料理をおいしく楽しく頂きました。

わらマンモス 笠置峠古墳 古墳下ベンチ付近 遍路墓へ ナルタキ古墳

ふかのみがらし等々 いちび汁 古代米むすび しばもち まぜずし

｟趣味のカヌーについて｠
私の浅い趣味の中の一つであります、カナディアンカヌーについて紹介させていただきます。

カナディアンカヌーとは上部に覆いが無い舟で、片方のみにブレードがついたシングルパドルで水を搔きます。

このシングルパドル独特の漕ぎ方によりカヌーがゆっくり悠々と水面を滑る感覚は、カナディアンカヌーならでは

のものです。（おもにカナダ・アメリカ・ドイツ製） 全長は4～５m、自重は28kg～35kg程度ですが、最大積載量

は300～400㎏もありキャンプ道具を積んでの湖水横断や川の中流域から河口までの川下りなどに適しています。近
年はカヤックやSAPがアクティビティとして流行っていて、水辺でカヌーを見る事は中々ありません。

学生時代、アウトドア雑誌BE-PAL内で野田知佑さんのエッセイを読みカヌーを知り憧れましたが、なにしろ巨体で

すし、関東において新艇の輸入代理販売店は少なく、愛艇を所有できたのはほんの10年ほど前になります。

北海道／支笏湖 栃木県／那珂川 高知県／仁淀川 愛媛県／宇和海（ビリ島）

オールドタウン／チャールズリバー号 ガッツ／ミンク号 マッドリバー／ホライゾン号

2025年、やるべきことは多々ありますが、ぜひとも地元西予市にてカナディアンカヌーの川下り（せめて浮かぶだ

けでも）を達成できるように仕事は勿論のこと、ライフワーク全体の充実についても全力で努力しようと思います。


